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目的

神奈川県版スマートサイトの

運用状況について調べ

報告する



対象と方法

相談を受け付けたものについて報告書を調べた

期間：2019年1月～2023年12月



結果

・相談件数
2019年12件、2022年38件と年々増加

・性別
男性27名 女性30名 不明3名

・紹介元

神奈川県内の個人眼科医院 22件
大学病院 18件
総合病院 16件

福祉等は少ない



年齢
40代以下が15％、80代以上が30％と高齢者の相

談が多かった。
50代以下の相談は男性の方が多かった。



疾患
網膜色素変性・緑内障・黄斑変性で半数以上



相談内容

生活相談が最も多く、３分の1



相談後紹介した内容・施設・機関

ロービジョンクリニックが多く
リハビリテーション施設が続く



障害者手帳の有無

所持している者が半数を占め、1・2級が多い



考案

•神奈川県のスマートサイトは2019年に開始され、利用者数は
年々増加していた。

•視覚障害に関する社会資源は比較的多く、施設や機関同士の連
携はある程度取れてはいたものの、開始以前は必要な情報が障
害当事者に必ずしも十分に伝わってはいなかった。

•スマートサイトの開始とともに徐々に県内へ広まり、相談件数
が増え、有用なものになっていると思われる。
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